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研究成果の概要： 

本研究は、グローバル化時代における人材競争の国家戦略のあり方を探るものである。平成

18 年度～20 年度の 3年間にわたって、次のような調査・研究成果があげられた。 

（１）米国、英国、日本をはじめ、世界主要国の人材競争戦略に関する多くの政策資料・報告

書・統計データ・調査データおよび関連論文を収集した。 

（２）上述した資料・データと現地訪問に基づいて、過去三年間に、多数の中間研究成果を学

会などで報告したとともに、8 本の研究論文（関連分野の研究を含む）が雑誌論文や専門書の

章として公刊された。 

（３）三年間の調査研究をまとめる最終報告書は、2009 年度に出版できるように作成されてい

る。 
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１．研究開始当初の背景 

最近の 20 数年間の日本においては、少子
高齢化が急速に進んでいる結果、まず労働力
の量の不足問題または構造的不足問題が現
れた。さらに、経済のグローバル化と需要の
多様化が進んでいるなか、同質を特徴とする
日本国内労働力における質（多様性の不足な
ど）の問題も議論され始めた。1990 年代に
IT 産業などの新産業領域でアメリカに大き
くリードされた日本は、世界の主な先進国と
いう地位を保つためには、より創造性のある、
情報化社会・多様性社会に対応できる人材を
世界中から集める必要があると認識しつつ
ある。これは、日本だけでなく、先進諸国お
よび 21 世紀の新興先進国を目指す各国の共
通認識でもある。 

このような背景の下で、（この研究を企画
した）2005 年ごろから、高度専門人材をはじ
めとする人的資源をめぐる国際競争は、主要
国の国家戦略として激しくなっている。 
 
 
２．研究の目的 
本研究は、グローバル化時代における人材

競争の国家戦略のあり方を探るものである。
平成 18～20 年の 3 年間に、米国（移民伝統
と国際共通語環境を持つ世界最大の人材移
入国）、英国（移民の受入伝統を持たないが
国際共通語を持つヨーロッパの先進国）、日
本（移民受入伝統も国際共通語の環境も持た
ないアジアの先進国）、といったそれぞれの
代表性のある 3 つの先進国における人材競争
戦略とその政策効果に対する統計分析と比
較を通じて、次のことを明らかにしたい。 
 
（１）日米英の人材獲得競争戦略とその中核
である入国管理／移民政策の推移、背景と特
徴。 
（２）日米英における分野別・出身地別外国
人専門技術者の推移および関連政策の影響。 
（３）専門技術者の移動先選択行動に与える
移動先諸要因の影響。 
（４）日米英における外国人専門技術者の就
労実態および流入国･流出国（出身国）への
経済影響。 
（５）日米英 3 国の人材獲得競争戦略の綜合
政策効果（成功点と問題点）。 
 
 
３．研究の方法 
① 公表データに基づいた統計分析 
② 各種文献に基づいた比較分析 
③ 現地調査（官公庁・大学・企業訪問） 

４．研究成果 
平成１８年度～２０年度の 3年間にわたる

現地調査と統計データなどに基づいて、米国、
英国、日本のそれぞれの専門人材競争戦略と
政策の効果を比較・分析した。主な結論は次
の通りである。 
 
１）米国は世界最大の専門人材純移入国で

あり、規模（量）だけでなく、人材の質と多
様性についても他国の追随を許していない。
世界中の優秀人材が米国に集中する背景に
は、移民国家としての伝統（機会平等・多文
化共存な社会環境）、1990 年代以降実施され
た専門人材選好の移民政策、世界最高水準の
大学院教育と魅力の高い留学サポートシス
テム、などの要因が挙げられる。 
 
２）英国は、自国出身の専門人材の流出大

国でもあるが、近年、留学生や外国専門人材
の受入促進政策を積極的に実施している。特
に、留学生の受入は、英国の外交政策と経済
活動の支援者を育成する、という国家戦略の
もとで強く推進された結果、2005 年に同国の
高等教育機関に在籍する学生に占める留学
生の比率は 24.9%に上昇し、米国の約 5.5％と
日本の約 3.3％を大きく上回っている。政府
戦略のほか、国際共通語としての英語の重要
性が増えていることも重要な一因である。 

 
３）日本は、主に留学生の受入を通じて、

外国専門人材の受入を徐々に拡大している。
外国人材の活用は、日本企業の海外進出事業
などに大きく貢献した。しかし、非移民国家
としての社会環境や言語環境の制限で、日本
における外国人専門人材の規模は主要先進
国の中では最小にとどまり、その出身地域構
成も東アジアに偏っている。質を重視する留
学生受入戦略の策定と外国人が定住・起業し
やすい環境の構築によって人材の専門性の
高度化と多様性を促進することは、日本の課
題である。 
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